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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、STATタンパク質ファミリーのメンバーである。サイトカインおよび増殖因子に応答して、STATファミリーのメンバーは受容体関連キナーゼによってリン酸化され、その後ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成して細胞核に移行し、そこで転写活性化因子として作用する。インターフェロン（IFN）に応答して、このタンパク質はSTAT1およびIFN調節因子ファミリータンパク質p48（ISGF3G）と複合体を形成し、転写活性化因子として作用するが、DNAに直接結合する能力は持たない。転写アダプターP300/CBP（EP300/CREBBP）は、このタンパク質と特異的に相互作用することが示されており、アデノウイルスによるIFN-α応答の阻害過程に関与していると考えられている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2010年3月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をSTAT2ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

